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１ 研究主題の設定理由 

道徳科では、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して道徳性を養うこ

とが求められている。また、児童自らが主体的に道徳的価値について考え、議論する

授業への質的転換を図ることが求められている。 

このことを踏まえ、本校では道徳教育の目標を設定し、その達成を目指し、全体計

画及び年間指導計画の作成、見直しを行ってきた。その結果児童は、道徳的価値が大

切であることを理解し、実践への意欲が高まった一方、道徳的価値は大切であって

もなかなか実現できない人間の弱さがあることや、道徳的価値についての考え方は

多様であることへの理解は十分ではない。このことは、本来実感を伴って理解すべ

き道徳的価値のよさや大切さを観念的に理解させるにとどまっていたことが要因で

はないかと考える。この課題を解決するため、児童がより実感を伴った理解となる

よう、主体的に学習する場の創出や、自己の成長を感じられる評価を行っていくこ

とが必要と考えた。 

そこで本研究では、主体的に学ぶことができる道徳科の授業展開に主眼をおき、

研究を進めることで、人間としての生き方を深め実践できる児童の育成を目指し、

本主題を設定した。 

   

２ 研究の仮説 

⑴ 道徳科において、児童が問題意識をもち、議論の生まれる学習展開の工夫をす

ることにより、自己の生き方についての考えを深めることができるであろう。 

⑵ 全教育活動における道徳教育を計画的・発展的に指導することによって、より

よく生きるための基盤となる道徳性を養うことができ、主体的に実践しようとす

る児童が育つであろう。 

 

３ 研究の経過 

時期 内 容 
４月 ・研究計画立案、研究組織づくり ・昨年度までの研究の共通理解 
５月 ・道徳だより発行 

６月 

・目指す児童像、重点内容項目の設定 ・道徳だより発行 
・仮説、研究の全体構想図の決定 ・授業の方向性、研究授業の決定 
・指導観シート作成、活用についての校内研修 
・内容項目別アンケートの実施、考察 

７月 
・校内研修「道徳科の授業改善を目指して」 

指導者 西部教育事務所学力向上推進担当指導主事 後藤 輝明 様 

研究主題「自己の生き方を考え、主体的に実践しようとする児童の育成」 

～「考え、議論する」道徳授業の創造を目指して～ 

富士見市立ふじみ野小学校 
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・研究授業（全体）  ３年１組「きまりじゃないか」 
  指導者 帝京大学大学院教職研究科教授 赤堀 博行 様 
・別葉の作成と活用についての校内研修  
・指導案検討（ブロック、各学年） 

８月 ・授業研究 動画視聴 ・道徳コーナー掲示物作成 

９月 
・指導案検討（ブロック、各学年） 
・道徳教育推進教師による示範授業 ６年３組 
 「由美の交換ノート」（彩の国の道徳）「ばかじゃん！」「お母さんへの手紙」 

10 月 ・研究授業（ブロック）６年１組「最後のおくり物」 

11 月 

・研究授業（ブロック）あおぞら「およげないりすさん」 
・研究授業（ブロック）２年１組「かっぱ わくわく」 
・初任者への示範授業 ６年３組「ブランコ乗りとピエロ」 
・研究授業（全体）  ５年３組「くまのあたりまえ」 

 指導者 帝京大学大学院教職研究科教授 赤堀 博行 様 
 講演「道徳授業マネジメント ～指導と評価の一体化～」 

・研究授業（ブロック）３年３組「黄色いかさ」 
指導者 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事 山本 直人 様 

・研究授業（ブロック）１年１組「はしのうえのおおかみ」 
  指導者 西部教育事務所学力向上推進担当指導主事 後藤 輝明 様 
・研究授業（ブロック）４年２組「あかいセミ」 
  指導者 富士見市教育委員会指導主事 和智 正悟 様 

12 月 ・研究のまとめ 
1～2 月 ・来年度の計画立案 
３月 ・来年度の研究について 

４ 研究の内容 

⑴「考え、議論する」道徳授業へ 

① 指導観シートの作成 

授業者一人一人が指導観シートを作成し、指導の意図を明確にした授業づくり

に臨んだ。昨年度まで活用していた指導観シートを基に、教材を通して何を考えさ

せるのか、どのような発問をすることで児童が主体的に考えられるのかをより詳

しくするために、発問や、発問の意図をシートに書き込めるように改良した。授業

者の価値観や児童観によって指導の意図が明確になり、同じ内容項目、教材であっ

ても、発問構成や指導方法が異なる多様な授業展開となった。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらいとする道徳的価値について、学
習指導要領に基づき、授業者が明確な
考えをもつ。  
         授業者の価値観   

授業者の価値観を基に、児童のこれま
での学び、よさや課題を明らかにし、
育てたい児童像をもつ。  
             児童観   

授業者の価値観、児童観を基に、教
材の活用の仕方を明らかにする。  
            教材観   
          

授業者の意図を明確にした発問構成、
指導の工夫を考える。  
 
・教材提示の工夫  ・発問の工夫  
・話合いの工夫    ・書く活動の工夫 
・板書を生かす工夫 ・説話の工夫  
・思考ツールの活用  
・動作化、役割演技など表現活動の工夫  
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② 多様な授業展開 

ねらいを達成するために、どのような指導を行うことが有効なのか検討し、指導

法の工夫を行った。道徳科の特質を踏まえた授業の流れを基本とし、児童が問題意

識をもち、主体的に考え、話し合うことができるように、教材提示、発問構成、ペ

アやグループによる話合い、児童の思考過程が見える板書、書く活動の工夫等、多

様な授業展開を行っている。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

③ 年間指導計画の確実な実施 

今年度は６月の分散登校から始まり、授業時数を確保することが難しい状況に

あったが、道徳科の確実な実施をしてきた。「彩の国の道徳」の教材や市が作成し

た地域教材も年間指導計画に位置づけ、地域に根ざした教育を行っている。授業研

究会は密を避けるため、ブロックでの取組となったが、全学年実施することができ

た。また、「ふじみ野スタンダード評価」を活用し、児童の成長が見える道徳授業

を目指し、日々研鑽している。 

(2)全教育活動における道徳教育の推進 

① 道徳教育重点目標と重点内容項目の設定 

道徳教育重点目標を「明るい心でよりよい人間関係を築き、相手の気持ちを考え

て行動する子」とし、重点内容項目を「正直、誠実」「礼儀」と設定した。重点内

容項目については日常生活の中で意識化できるように、学年掲示に道徳コーナー

を設けて取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

道徳コーナーの掲示 

授業の足跡の掲示、日常生活で実践し
たことを折り紙に書いて掲示している。  

役割演技で実感を伴った学習へ 多面的に考えるグループでの話合い  思考ツールの活用 

他にも心情曲線やウェビ
ングマップ等を活用した 

 

おすすめ度 

構造的な板書 

重点内容項目に関するアンケート 
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② 別葉の作成と活用 

道徳の内容に関わる道徳科以外の指導の内容及び時期を明確にするために、７

月の校内研修において全教職員で別葉の作成を行った。生きてはたらく別葉にす

るために、道徳教育の重点内容項目に色付けし、具体的な道徳科に係る指導内容に

ついて付箋で示し、職員室前の廊下に掲示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果と課題 

(1)研究の成果 

・指導観シートを作成することで、児童に考えさせたいことが明確になり、道徳的な

問題について友達と議論する中で、自己を見つめ、考えを深める児童の姿を引き

出すことができた。また、発問構成や発問の意図を書き込めるよう改良したこと

により、授業が組み立てやすくなった。授業者が明確な指導観をもち、指導の工夫

や発問構成など多様な授業を展開することができた。 

・日々の教育活動において、主体的に実践する児童の姿が見られた。様々な行動が制

限されているコロナ禍のなか、児童がよりよい学校づくりを目指して、自ら行動

を起こすことができた。また、校外学習等においては場面に応じた規律ある行動

をとることができた。 

 

 

 

 

 

(2)今後の課題 

・指導観シートは、明確な指導観をもった授業づくりには大変有効であると感じて

いるが、準備に時間を要するものでもある。誰でも手軽に活用できるように共通

理解を図ながら、より一層の工夫改善を進めていく。 

・アンケートで児童の意識を数値化することが、主体的に実践しようとしているか

の実態把握には難しい。しかし、現状を把握する意味で継続は必要である。実感

と客観性をもった振り返りがあるとよい。 

生きてはたらく別葉へ 
1 年国語科「なんていおうかな」  
特別教室への入り方、また、用件の話し
方について話し合い、練習、実践した。 

1 年図画工作科「すきなことなあに」  
自分の好きなことをウェビングで広げな
がらたくさん見つけられるように声かけ
をした。自分が好きなことについて、自
信をもって伝えることができた。  

児童の発案により、全員の

心を一つにして、折り紙に

「こんな学校にしたい」と

いう気持ちを書き、貼り合

わせて作った。 


